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a. 応募フォームにおける記入項目 

i. 社名   株式会社 一心助け
ii.代表者氏名  鈴木英雄
iii.担当者氏名 鈴木英雄
iv.担当者連絡先 〒277-0884 千葉県柏市みどり台4-23-3 

v.創業年月日 2014年4月１４日
vi.企業ウェブサイトURL https://isshin-t-tasuke.jimdosite.com

vii. 事業実施エリア 日本国内・海外
＊知的財産権研究開発事業化における近年の新規開発事案



b. 提出資料： GigaFileを別途添付
i.取り組む課題 【特許】平面画像の立体認識技術・製品及び検知
による、自動走行
ii.市場規模 日本の道路の総延長は令和3年3月31日現在 

1,283,725.6 km です。視覚障害者の人数をアメリカの視覚障害の
定義で推定すると164万人になります。
iii.プロダクト・技術 【特許】平面画像の立体認識技術・製品は市
場投入可能、検知による、自動走行はデモ機、実証実験段階
iv.トラクション・引き合い・営業状況 

千葉県流山市・埼玉県越谷市・東京都府中市：実証実験
v.社会実装の事例 

千葉県流山市・埼玉県越谷市・東京都府中市：実証実験での社会
実装で効果実証
vi.求める社会実装パートナー 

国内課題解決社会実装企業・自治体等
vii.チーム
株式会社一心助け 代表取締役 鈴木英雄 取締役 鈴木博英



補足
市場規模：平面画像の立体シート施工：25000円/枚

10m/枚：2,500,000円/ｋｍ ｘ10,000ｋｍ＝250億円
：平面画像の立体シート：6,000円/枚

6,000円ｘ100,000ｋｍ（1,000,000枚）＝600億円
：白杖用検知器：100,000円/台

100,000☓300,000人＝300億円
：自動車装着：  100,000円/台

100,000ｘ100,000台＝100億円
：自転車・倉庫自動運搬車その他装着

100,000ｘ300,000台＝300億円



【特許】平面画像の立体認識技術・製品及
び検知による、自動走行

知的財産権研究開発事業化 株式会社一心助け

代表取締役 鈴木英雄

URL： https://isshin-t-tasuke.jimdosite.com



代表取締役
昭和４２年 東京都立工業高等専門学校機械工学科卒業（上位成績優秀者）
昭和４９年１月～ 
実父急死、遺言により弱冠２７歳１カ月で代表となるもオイルショックに
より半年間受注・売上なし新規技術・製品開発・新規取引先開拓により、
苦境を乗り越える
異型接点・マイクロモーター用接点９５％の市場占有率 自動車・家電

・腕時計その他電気部品を開発・受注利益増大。 多層複合接点開発・特
許出願・一部上場企業との取引開始
昭和６３年４月～ 会社を実弟２人に無償譲渡し代表取締役退任＆退社。
他企業５年の勤務後、公的機関で６ヶ月間電気・電子制御技術・経営管理
・経理・総務・労務などを半年間研鑽する
2000年７月学習支援＆知的財産権研究開発事業化を千葉県流山市に開設。

長男鈴木博英、副代表として参画。
2006年4月知的財産権研究開発事業化に特化、千葉県柏市に拠点を移す。
2014年4月14日 株式会社 一心助け（資本金300万円）組織変更
取締役 鈴木博英
職歴等 １９７３年４月２４日 埼玉県八潮市生まれ
埼玉県八潮市立第２小学校～私立海城中学校～同高等学校～某薬科大学

トップ入学 ～自主的判断により２年で中退。数社社会経験として勤務後、
副代表として参画。
一心助け開発技術・製品及び出展・受賞・特許等 多数



新聞記事



歩道を走る自転車は全員｢反則金6000円｣?…日本の危険な道
路で始まる｢青切符取り締まり｣への最大の懸念

•※写真はイメージです（gettyimages）
•  警察庁「自転車をはじめとする軽車両の反則行為と反則金の額」より編集部作成（プレジデントオンライン提供）



受賞等履歴

関東地方発明表彰 発明奨励賞 

みたかビジネスプランコンテスト 特別賞

三鷹地下駐輪場これまで実物ポール設置

違法駐輪が絶えない

立体認識ポール平面画像貼付

違法駐輪激減

平成28年度埼玉県新製品・新技術マッチング事業（応募者）採択

現在、越谷しらこばと公園出入り口道路にて実証実験中

これまで道路中央走行車両や違法駐停車車両により通行に支障

左側相互通行励行と違法駐停車が激減。



平成２９年７月８日の検査ではなかった
が見られた。

無論、違法駐停車は一台もなし。

自転車も安心して左側通行をしていた。
（半年前まで通行を見かけなかった）

全ての車が左側通行路励行し、相互通行も問題なし。

施工状態・平面画像の立体認識ポール画像とも良好である。

違法駐停車・左側通行励行問題解決に対し効果が高いことが証明された。総括

の画像に少し欠け 　　　のラミネート一部に少しずれ

接着性及び走行や実証効果に影響なし。

（原因は今後の調査待ち・・・材料変更・接着強度等検討）

走行状況写真

逆光の影響（撮影範囲・色ミス）

平成２８年度埼玉県新製品・新技術マッチング事業
実証実験検証結果（総括）

場所　　越谷市しらこばと公園自動車出入り口

日時　　平成２９年１２月２３日（土）　11：30～12：30

平面画像立体認識ポール画像（公園駐車場～出入り口）



令和5年2月2日（木）午後3：00～3：30

施工場所 江戸川サイクリングロード土手沿い 流山市５丁目

約1ｍ道路出口と道路との境にラバーポール立体視２枚貼る

はがれ及び車両の通行状況調査

はがれ＆立体視画像問題なし 隣車庫入れ＆路地利用者とも問題なし

走行自動車画像を避けて通行している。 実物ポールでは白線上に停車＆ポール破損現場（金属製）

柏市チャレンジ支援採択事業
流山市平面画像立体視シート貼付実証実験



　別添付資料写真のごとく、走行自動車は画像を意識して、白線上すら走行することがなかった。

　車庫入れで、画像上を踏んでも問題なく車庫入れができた。（実物ポールでは破損事故が起きる）

　狭い道路から出入りする自転車も安心して出入りしていた。

　 近くの小学校通学路であり、白線上に三角コーンを臨時設置しているのに代わって、貼付して安全性の向上を図る。

　 別添付資料写真のごとく、通学児童・お年寄り・散歩歩行者・車椅子等で通行に安全性が見られた。

　 交通指導員や近隣・通行人などにも好評で、もっと多くの場所に設置してほしいとの要望が多く寄せられた。

　 歩道幅1.4ｍ、道路幅4ｍの為自動車のすれ違いではどうしても歩道側に避けなければ相互通行できないので、実物ポール

　 設置では、相互通行及び歩行者の通行に支障が出ることが考えられる。

　 別添付資料写真のごとく、自転車徐行が励行され、お年寄り、近隣の方からも評価されている。

　 道路側への自転車走行が副次的効果として多く見られ,障害者などの通行に役立つものである。

　 急坂の少し手前から1.2か所貼付することで、より効果が増すと考えられます。

　 別添付資料写真のごとく、自転車徐行が励行され、お年寄り、近隣の方からも評価されている。

　 道路側への自転車走行が副次的効果として多く見られ,障害者などの通行に役立つものである。

　 急坂の少し手前から1.2か所貼付することで、より効果が増すと考えられます。

　松戸市社会福祉法人　鷹見会

　施設における、無断外出・無断駐停車の改善効果。

　施設において施工後、その結果、無断外出・無断駐停車が激減し改善効果が認められた。

　関連施設での有効利用が考えられる。

　 貼付1ヶ月後経過においても、画像変化・はがれなどが見られず、効果は継続している。

　 貼付実証実験での住民等の要望も多く（特に、障害者などからの要望が多く寄せられている）、

流山市平面画像立体視シート貼付実証実験総括
実証実験場所　　１ 　 江戸川サイクリングロード土手沿い流山市５丁目 約1ｍ道路出口と道路との境にラバーポール立体視２枚貼る

実証検証事項 　 狭い道路から自動車道に出る際の危険性を軽減するため。ポール設置が困難。

実証実験結果 　 別添付資料参照

実証実験考察

実証実験場所　　2  　流山市向小金福祉会館入り口信号交差点から向小金ふれあい公園まで約200ｍ　１４枚

その通学路、安全ですか？～事故が起きる前にできること～：千葉県 | NHK

実証検証事項

実証実験結果

実証実験考察

実証実験場所　　3 　 流山市野々下3丁目バス停中心とした約200ｍ歩道　左側（コンビニ側）

実証検証事項     急坂で自転車がスピードを出して歩道を走行するのを徐行注意喚起するため

実証実験結果

実証実験考察

実証実験場所　　4 　 流山市鰭ヶ崎歩道方側（右側） １枚貼付で４か所

実証検証事項      急坂で自転車がスピードを出して歩道を走行するのを徐行注意喚起するため

実証実験結果

実証実験考察

実証実験場所　　5

実証検証事項

総合的に見て

　 今後全国的に販路拡大活動を行う。

実証実験結果

実証実験考察



東京都府中市実証実験
自転車と自動車の衝突死亡事故における、府中市と警察からの依頼により

ラバーポール平面画像の立体視シート貼付施工
生活環境部地域安全対策課

１　日時

令和５年５月２３日（月）午前８時４５分頃

２　場所

府中市八幡町３丁目２番地先路上（旧甲州街道）

３　概要　

　上記日時場所の交差点において、市道を甲州街道方向から東京競馬場方向に進行していた自転車（59歳男性）と、旧甲州街道を大國魂神社方向から

東府中駅方向に進行していた乗用車（29歳男性）が衝突したものである。

４　当事者

　　①自転車（59歳男性）死亡　

　　②乗用車（29歳男性）

交通死亡事故の発生について

2023/5/23

施工貼付場所

施工貼付場所



【特許】平面画像の立体認識技術・製品による
交通安全・災害対策及び広告効果

。















障害者にとって安心・安全な通行帯確保が必要！！



マニエスト大賞「エリア選抜」に選定



【特許】平面画像の立体認識検知による、
自動走行。

• 【課題】実物障害物または人物、白線などの平面画像を検知カメラ、センサー、
画像認知・判定システム等により立体認識して、自動走行するための方法及び
装置を提供する。

• 【解決手段】カメラ、センサー、画像認知判定システム、及びプログラム、集積
回路・ＣＰＵ・メモリーにより、立体に認識できる平面画像と立体に認識できない
平面画像とを区別し、立体認識できる平面画像を立体物として判断させる。実物
障害物または人物・ポール・動植物・生物・ぬいぐるみ・模型・絵画・だまし絵等を
立体認識機器・装置・カメラ・センサー・画像認知判定システム等で検知し、機械
学習・ディープラーニング等でデータの中から規則性や判断基準を見つけ、各々
ラベル付けし、それを使って立体認識受光画像と平面認識受光両像とを分類し、
半自動、自動搬送・走行・飛行装置、衝突防止システムに用いる。

• 例1：ホーム・壁・自動販売機前に、平面画像の立体視画像を設置し、白杖・履物

・車いす等に、カメラ等で検知し、危険・回避・誘導を音声・声・振動等の方法で携
帯電話等の装置から知らすことにより、事故を未然に防げます。



事業・販売戦略
試作実験 特許取得 実用実験 社外実験

膿出し展示会出展コンテスト応募国内市場開拓

採用・販売 嫌がらせ対応 販路拡大 関連特許取得

海外市場調査海外市場実験嫌がらせ対応現地販路・製造

実用実験・・・立体視シート＆自動走行装置・施工現場での実証実験と改良

国・県の入札資格取得済・ＮＥＴＩＳ登録済→販路拡大→共創事業→提携等で事業拡大

(出典：道路統計年報2017) 日本の国土の長さは北東から南北に約3000kmですので、全道路の総
延長は日本の全長の426倍の道路があることになります。施工：１km100枚：5,500,000円）

提携等で事業拡大→海外展開→資本増強・提携→世界戦略



• ホーム

線路

平面画像立体視点字ブロック

白杖

検知装置

通知装置（携帯） 障害者（利用者）



WHO最新ニュース
交通安全は依然として世界的な緊急課題
2023年12月14日

交通事故は依然として持続的なグローバルヘルスの危機であり、歩行者、自転車利
用者、その他の交通弱者は死亡リスクの急上昇という深刻な事態に直面しています。
WHOの交通安全に関する最新の世界現状報告によると、2010年以降、交通事故死
者数は 5 % 減少して年間 119 万人になりました。しかし、1 分間に 2 人以上、1 日当
たり 3,200 人以上が死亡しており、交通事故は依然として 5 ～ 29 歳の子どもや若者
の死因の 第 1 位 を占めています。

世界の交通事故死の 28 % はWHO東南アジア地域、25 % は西太平洋地域、19 % 

はアフリカ地域、12 % は南北アメリカ地域、11 % は東地中海地域、5 % はヨーロッパ
地域で発生していて、10 件中 9 件が中低所得国で発生しており、これらの国の死亡
事故は、自動車や道路の数に比べて不釣り合いに多くなっています。

交通事故死者全体の 53 % は交通弱者で、歩行者 ( 23 % ) 、オートバイな どの動
力付き二輪車 ･ 三輪車のライダー ( 21 % ) 、自転車利用者 ( 6 % ) 、eスクーターな 

どの超小型モビリティの利用者 ( 3 % ) 。 自動車およびその他4輪の軽車両の乗員に
よる死亡者数は、世界の死亡者数の 30 % とわずかに減少しました。

報告書では、法律や安全基準の整備が進んでいないこと、また、安全な道路インフラ
を確保する上で大きな隔たりがあることも明らかにされています。



共創自治体・事業者等を求めています。
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